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パパ、ママ、お願い。
ず～っとパパとママでいてね。

親子新法・・・・・
　　子どもの権利を守るために、　　　
　　親子の絆を守るために、
　　今、私達がしなければいけないこと

Copyright (C) 2010～ Ippo Imba (The Oyako Net)　All rights reserved



パパとママがケンカして、
離婚するって言ってるの。
ついて来いって言われても。

パパともう会えないの？
会えなくなっちゃうの？

私はこれから
どうなるの？
誰か、助けて。

学校のこと、友達
のこと、お家のこと。
心配だよ・・・。
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子の幸せを考えない「連れ去り」「引き離し」が横行しています
注：　父と子が引き離されて会えないケースが大多数ですが、逆のケースも存在します



どうなってるの？

・ 離婚後は一方の親が親権者
注1

となる（民法819条）

・ 非親権親と子の面会交流を保障する法律はない

→ 「連れ去り」「引き離し」対応の法律がなく、

　　家庭裁判所にも強制力がない

・ 面会交流調停・審判の申し立ては年々増加
注2

→ 会えない親子が多数存在（多くは父と子）

・ 国際離婚の連れ去り帰国も問題化

→ ハーグ条約を未批准で欧米諸国から非難
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注1：　現在の日本では、約８割で母親が親権者となっている
注2：　平成20年度は7261件が新規に申し立てられた



どうしたらいいの？

・離婚したら夫婦は他人でも、親子はずっと親子

・両親から愛される権利（国連子供の権利条約）

→新たな「親子交流に関する法律」の提案

1. 「連れ去り」の原則禁止

2. 充分な面会交流を制度的に保障

3. 別居・離婚時に養育計画作成を義務化

4. 親権者、監護権者の規準に寛容性を導入

※ 理念は「子供の幸せを最優先に！」
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今のままだと・・・ 連れ去り禁止になれば・・・

学校をどうするか、
相談できるよね。
よかった。

突然転校。
友達にさよならも
言えなかった。

学用品もおもちゃも、
みんな置いてきて、
思い出がなくなっ
ちゃった・・・。
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「連れ去り」「引き離し」は子どもの人間性を壊す虐待行為

注

です

思い出を捨てて
行かないで
いいんだね。

注：　片親疎外と呼ばれる精神症状を起こすこと、非行に走りやすいことなどが報告されています



今のままだと・・・ 面会交流が保障されれば・・・

新しいパパに
いじめられても、
相談する人が
いない・・・。

パパに会えないの？
私は誰の子なの？

パパのこと、
悪く言わないで。

パパにしか相談
できないことも、
あるんだもん。

パパが愛して
くれていることが、
よく分かるんだ。
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両親の愛情に守られることで、子どもは豊かな心を持って育ちます

注：　父と子が引き離されて会えないケースが大多数ですが、逆のケースも存在します



今のままだと・・・ 養育計画が義務化されれば・・・

進学のこと、
友達のこと、
パパに相談
したいよ・・・。

お金の心配ばかりで、
ママが暗い顔してる。

今度は、いつ
会えるんだろう？

お金の心配がない
から、進学先も安心
して決められるね。

パパにも相談
できるし、見守ら
れてる感じ・・・。
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「養育費」や「面会交流」を保障することは、子に対する親の責任です

注：　養育計画を話し合うことで、子に対する共同の責任感が生まれ、夫婦間の葛藤が低下することも期待できます



話し合いをしている内に、
パパとママがまた仲良く
なるかも知れないよね。
そうなったら、うれしいな。

パパ、ママ、
もうケンカしないで。

別々に住むことになっても、
ず～っと私のパパとママで

いてね。

親子の新しい法律が
出来れば、不幸な子
どもが少なくなるよね。
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親子新法は「両親に愛されて育つ」子の権利を守ります


